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令和３年度 第４回河原地域振興会議議事概要

                   日 時 令和3年11月22日（月）15時30分～17時00分
                   場 所 河原町総合支所 大会議室

〔出席委員〕

竹田賢一、小谷加代子、中村佳紀、林 昭男、下田祥悟、奥谷仁美、山下教幸（順不同）

〔欠席委員〕

有田直政、山縣恒明、谷山吉雄、楮原典子、坂本綾子

〔説明者〕

鳥取県水産課田中係長、千代川漁業協同組合業務課谷口課長、千代川漁業協同組合岸本氏、松本

秘書課広報室室長、松岡秘書課広報室主事、太田企業立地・支援課課長補佐、伊藤企業立地・支

援課主事

〔事務局〕

九鬼支所長、森田副支所長兼地域振興課長併教委分室長、岡本産業建設課長、浜部市民福祉課長、

吉田地域振興課課長補佐

〔オブザーバー〕

 なし

〔傍聴者〕

なし

会議次第

１ 開  会

２ あいさつ

３ 議  事

（１）鮎の天然遡上回復の調査と対策について

説明者：鳥取県水産課田中係長、千代川漁業協同組合業務課谷口課長、千代川漁業協同組合

岸本氏

（２）市報と総合支所だよりの見直しについて

説明者：松本秘書課広報室室長、松岡秘書課広報室主事

（３）布袋工業団地への新たな企業進出について

説明者：太田企業立地・支援課課長補佐、伊藤企業立地・支援課主事

４ そ の 他

５ 閉  会
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議事概要

１ 開  会

２ あいさつ

３ 議  事

（1）鮎の天然遡上回復の調査と対策について
（委 員） 漁協で何か説明等あるか。

（漁 協） 叶地内での産卵場テグス設置事業は、漁協が独自に実施してきたものであり後から

県が参画してきたものです。

海では無理だが、川においては、漁協が主導で人海戦術でやっています。

また、カワウの被害は食害だけでなく、カワウに追われると魚が隠れて出てこない

ため、釣れなくなるという別の被害もあります。最近ハエやウグイが捕れないのも

も同様です。

漁協は、県、市、八頭町等各市町村に対してカワウ駆除の要望書を提出しています。

市の有害鳥獣リストにもカワウは明記してありますが、市では１回も駆除がありま

せん。

漁協からハンターを委託して駆除していますが、十分ではないので、有害駆除義務

のある市に駆除をお願いしたいと思います。

（委 員） 放流の稚魚はどこから取り寄せているのか。

（漁 協） 今年は、鳥取県、岡山県・岐阜県・琵琶湖産となっています。

（委 員） 天神川では、何十万匹といった放流量を発表している。千代川では発表しないのは

なぜか。

（漁 協） 一つの要因として、マスコミにとっては、放映する際のビジュアルを重視するため、

子供が放流したり、天然遡上が多かった時のような、堰を鮎が飛び越えたりといっ

た見た目の良い映像に合わせて何万匹放流するといった場面が選ばれやすくなるた

め、単なる放流数だけの発表は放映されにくいのではと思います。

（漁 協） 天然遡上が平成１３年度は４６０万匹あったが、昨年度は、わずか約１万２千匹で

す。

漁協は約７０万匹ほど放流していますが、平成１６年度から２年前までで約７４０

０万円の累積赤字となっています。営業面からしてもこれ以上の放流数は厳しいも

のがあります。

（委 員） よそから釣りに来る八東・若桜の方が釣れるという話もある。また、サケと鮎は違

うのか。生まれたところに帰ってくるのか。

（鳥取県） 鮎は、基本的に産卵の時は叶まで下りてきます。

（委 員） 県からの漁協に対しての予算はいくらなのか。

（漁 協） 種苗（鮎、やまめ、いわな）放流に対してはありません。

（委 員） ３０日以上川に入らないと漁協の組合員の資格がなくなるということになっている

のか。

（漁 協） 法律で１日以上あれば準組合員でいられます。

（委 員） 誰が、川に入ったことを確認するのか。
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（漁 協） 漁協です。組合員から提出された採捕記録簿を確認します。

（委 員） 誰でも希望する者は組合員になれるべきだ。そのことで組合にもお金が入ってくる。

（漁 協） 組合の基準ではなく、組合員の規定は、水協法（水産業協同組合法）で定められて

いるものです。

（委 員） カワウの食害は相当なものだ。

（漁 協） 八東、智頭、用瀬、若桜等５か所にテグスを張っています。産卵期だけでもカワウ

を捕獲してほしいです。

（事務局） 禁猟区の問題があります。

（鳥取県） 産卵場は居住地に近いので、禁猟区となっています。

（漁 協） 八東川と千代川の合流地点を空気銃で対処できませんか。

（鳥取県） その辺りだと可能な場所もあるかもしれませんが、直接の担当に確認してみます。

（漁 協） 空気銃で撃てるところは他にも数多くありますので撃ってほしいです。

（鳥取県） 来年、菖蒲でもテグスを張って欲しいと思います。皆さんにも協力していただきた

いです。

（委 員） 監視は漁協ではどうなっているのか。

（漁 協） 夜間監視も含めてやっています。

また、鮎が産業として認められていない部分も対策が難しいところです。川の漁師

が少ないのも内水面漁業の弱いところです。

（委 員） 漁協に予算が下りるような対策をこの振興会議から市にお願いしたい。

（事務局） 協力できるところは協力していきたいと思います。

（委 員） 県の方でも、これからもいろいろと調べていただきたい。

（委 員） H26 からの激減の理由と日本海側に特化した激減はなにか。

（鳥取県） この時期に調査をしていないので詳細は不明ですが、海域の状況がよくなかったの

ではないでしょうか。エサが少ないのと併せて高水温だったのが影響したのではな

いかと思われます。

（委 員） カワウは最近増えたのか。

（鳥取県） カワウが増えたのは、ここ２０年くらいだと思います。鮎が一番とれたのは平成元

年ごろなので、鮎の激減はカワウというより、鮎の遡上が少なくなったことが大き

いのではないかと思います。ただし、アユが激減した状況ではカワウの影響が大き

いと思いますので対策が必要です。

（委 員） 地域住民でできるお金の掛からない対策はあるか。

（鳥取県） カワウは、夜明けから朝にかけてエサを食べる習性があります。付近を散歩や体操

するなど、鳥が落ち着かない環境を作ることは一つの対策です。

（委 員） 漁協でもやってはどうか。

（漁 協） 花火の追い払いはやっていますが、組合員数も少ないです。

（委 員） 解禁時だけでもどうだ。

（漁 協） 組合員への周知を徹底したいと思います。

（委 員） 市報にもお願いしたい。



4 

（2）市報と総合支所だよりの見直しについて

（委 員） 今は、自分から必要な情報を取りに行かなくてはならないが、市報を見ていない人

もあり、大事な情報を伝えていくことは難しい。

（広報室） 伝えたい情報は多くあります。また、対象者の絞られる情報もあります。字を大き

くし、イラストを混ぜるなど見やすさを改善していきます。また、ケーブルテレビ

のデータ放送を活用していきたいと思います。検診の日程なども掲載する予定です。

（委 員） 操作方法の周知もお願いしたい。

（委 員） まちかどアルバムは今のままでは足りないのか。どういう経緯でこのたび増やすの

か。 

（広報室） 支所だよりの紙面が少なくなるため、市報で支所の情報を充実させる必要があるた

めです。 

（広報室） 全市に出した方が良い情報が支所だよりにしか載っていないこともありました。全

市の皆様に見ていただいたほうが良い情報もあります。 

（委 員） 保健情報カレンダーはなくなるのか。 

（広報室） 乳幼児健診と集団検診の情報が市報に移ります。乳幼児健診は個別通知があります。

市報へはそのフォローの意味合いで載せています。若い人はＱＲコードでスマホ等

から情報を取って頂くよう考えています。なお、歩こう会などの情報は支所だより

に残ります。 

（事務局） イベント関係は残していくこととなります。 

（委 員） 集団検診の確認がしづらくなるのでは。 

（広報室） エリアごとに分けるなど紙面を工夫していきます。また、支所だよりの中のカレン

ダーに掲載することも可能です。 

（委 員） 市報のページ数は増えないのか。 

（広報室） 増えません。 

（委 員） どのように情報の取捨選択をしていくのか。 

（広報室） 支所だよりとは別にお知らせしていた情報、市報と支所だよりで内容が被っていた

情報も多かったので、それらを解消します。掲載情報が減ることはほぼないと思っ

ています。 

（委 員） 情報伝達の媒体はいろいろあるが、皆さんに使いやすいように使い方を考えてほし

い。紙媒体の一覧性の良さも考慮してほしい。また、ケーブルテレビのデータ放送

などは使い勝手がよくない。 

（広報室） 紙の方が伝わりやすいものは紙で伝えていきたいと思います。 

（委 員） 表などの一覧表が見やすい。 

（広報室） 表はスペースを取りますので、文字を減らしたり、アイコンを使用するなど、適宜、

一覧表も取り入れ、より読みやすいものにします。 

（3）布袋工業団地への新たな企業進出について

（委 員） はなふさでは販売はあるのか。
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（企業立地） ここでも販売が行われます。

（委 員） 車は、店にすぐに入れるのか。

（企業立地） 国道に面していないので、少し中に入らないといけません。

（委 員） なるべく地元の人を雇用してほしい。従業員の方はどこに住んでいるのか。できれ

ば近くに住んでほしい。 

（企業立地） 把握はしていませんが、例えば、マルサンアイでは、７０名のうち町内からは１０

名弱とは聞いています。 

（委 員） 団地の残りはどのくらいあるのか。 

（企業立地） 真ん中に 3ha と今回の並びの北側に 0.5ha 残っています。 

４ その他 

 なし

５ 閉会


